バレス・クエスト　マリウス
　
　
龍之介＃３２
　
　
　
　無骨な指で書類をめくり、彼は書かれている文字を隻眼でじっくりと読んでいく。
「頑張っているようですね、彼女」
　横からコーヒーを差し入れながら話し掛けてきたのはマリスだ。
「ああ。息災なようだ……ありがとう。いただこう」
　左目を細めて返し、コーヒーに口をつける。
「ふむ……」
　そしてまた、書類に目を移す。それは、ランスと帯同しているかなみからの報告書だった。
「早いものですね」
「……ああ、士官学校を卒業してもう……二月になるのか」
　報告書を読みながら、マリスの言葉に頷く。
（あの日のことが、ついこの間のように思えるのにの……）
　リーザス軍総大将、バレス・プロヴァンスはカップを手に、書類から顔を上げた。
　
　
　
　その日、バレスはリーザス城内の自室でラレラレ石に保存された映像を見ていた。先日行われた、リーザス軍士官学校の卒業試験の模様である。
　試験そのものには関与していないバレスだが、どのような才能を持った者がいるのかを把握するため、バレスは毎年それを映像として記録させ、自分で目を通すことにしていた。
（……あれは見事だった）
　今年一番目を引いたのは、まだあどけなく、意志の弱そうな容姿をした少女の卓上模擬戦闘だった。
　巷で行われているゲームと盤面はよく似ているが、実戦に即した細かいルールが設定され、教官の立ち会いの下その運用も厳しくチェックされている。実部隊を預かる緊張感こそないが、それ以外は実戦に通じる物が多々あり、バレスも他の将軍と定期的に対戦し、お互いに研鑽を高めている。
　序盤、その少女は強気一辺倒な対戦相手の攻勢に対し、ほとんど戦闘をせずにただ退いているのみに見えた。だが、その退き方が画一的な後退ではなく、敵に進撃路を意図的に開くようにしていることで、バレスはその真意に気付いた。
　突撃の手を緩めない敵は、最終的に少女側の本陣近くで重装甲兵を集中した防衛戦に行く手を阻まれる。その機を計ったように、退却したと見せかけた少女側の部隊が包囲。道中、弓と魔法によって地味に兵を削られていた攻め手側はその包囲の対処に失敗。結局、少女側は兵をほとんど失うことなく模擬戦に勝利した。
（戦術的には目新しいこともなく、もちろん相手側もその戦法があることは知っていたはず。だが、彼女はその作戦を敵に察知されることなく、本当に退却していたように見せかけていた。最初の部隊配置と兵の割り当てから考え抜かれていた、素晴らしい作戦だった）
　彼女は、その卒業試験の結果もあり、士官学校を首席で卒業した。
　アールコート・マリウス。
　それが、彼女の名前だった。
　
（そういえば、エクスの時はまた違ったな……）
　現在、リーザス白の軍を預かる将軍もまた、士官学校を首席で卒業していたことを思い出す。彼も模擬線を圧勝で終えていた。
（彼は確か……）
　聞いた話によると、エクスは卒業試験で勝利を収めることに照準を合わせ、半年以上も前から「自分はこういった作戦が好きだ」という嘘の情報を周囲に漏らしていたという。その上、徹底的に同級の人間の作戦傾向を把握し、準備万端で模擬戦に臨んだ。やる前から勝敗は決していたに違いない。事実、模擬戦ではエクスの対戦相手は全くといっていいほど采配を振らせてもらえなかった。
　その、いい意味での狡猾さ、用意周到さ、情報収集の能力を買われ、彼は今適職に就いている。
（さて、アールコートをゆくゆくはどこに置くべきか）
　軍師としての作戦立案能力を見るに、白の軍が適当に思える。だが、何か違う、とも黒の軍将軍は思うのだった。
（それはまた、こちらに帰ってきてから考えるとしようか）
　そう、彼女は今リーザスにいない。遠い地で、冒険者一行のメンバーとして戦っている。
　
　
　
　バレスは思い出したようにまた報告書に目を落とし、紙を一枚めくる。元々、ランスとリアの護衛としてパーティに帯同しているかなみからはリアの近況が書かれた報告書が定期的にマリスへと届けられていた。その一行にアールコートが加わってからは、彼女に関する報告も同時に上げられることとなった。
　どういったクエストに参加し、どのような成果を上げたかを記したページを読みながら、バレスは彼女の無事と順調な成長を確認していた。
（軍としては初めての試みだったが、上手くいっているようだ）
　冒険者パーティーに、軍籍に身を置いている、それも仕官したばかりの者を長期間預けることは初めてのことだった。過去、ランスの下へリーザス軍より人を出したこともあったが、それは捜索隊という位置づけの精鋭数人であったり、ＪＡＰＡＮ統一を志す織田軍への部隊供与という形だった。今回はそれとは違う。
　
「私が卒業できたのは、資金を援助してくれた方のお陰です。お礼をしなくてはなりません。行かせて下さい！」
　
　普段の物怖じしてばかりの弱気な姿勢からは想像できないはっきりとした口調で、アールコートはバレスに頭を下げ、ランスに恩返しがしたい旨を告げた。
　バレスはその熱意を見て取り、快諾した。ランスがリーザス救国の英雄だということも勿論あるが、各国の精鋭クラスが集まっているパーティーで、個人戦闘能力の低い者がどのように力を発揮し、そして成長していくのかに興味もあったからだ。
（かなみ殿の報告からは先を読む力を重宝されている様子だが……）
「成長具合が気になりますか？」
　バレスが読んでいる欄を見たマリスが尋ねてくる。
「確かに気にはなるが……まだランス殿の方が落ち着いていない様子。こちらから呼び戻すわけにもいかんしの」
　将来、リーザス軍の中核を担うであろう才媛の成長をこの目で確かめたいという思いはあるが、本国に戻すのは彼女とランスが納得してからと決めていた。
「いい方法があります。ランスさんのパーティーにいるままで彼女の成長を確かめる……」
　マリスは、澄まし顔で口元にほんのりと笑みを浮かべる。
「聞こう」
　バレスは報告書をテーブルに置いた。
　
　
　
　数日後、ランスはキースギルドからクエストの依頼を受け取った。内容はこうである。
　
　自由都市群のとある都市、そこの城を攻めてほしい。達成条件は、玉座の間への到達。編成、人数等は任せる。
　
　というものだった。
「何だ、これ？」
　依頼書を受け取ると、ランスはそれをヒラヒラと泳がせながらキースに訊いた。
「軍事訓練の一環だとよ。自分らだけでやるとどうしても緊迫感が出ないし、手の内も分かってるからな。毎年ウチに依頼が来るんだよ」
「知ってる知ってるー！　へー、今年はダーリンがやるのね」
　依頼書を横から覗き込んだリアが楽しそうに声を上げる。
「ん？　何でリアが知ってるんだ？」
　依頼者は自由都市だったはずだとランスが不思議がる。
「だってそこ、リーザスの元領土だったところだよ。自立を認める代わりに、ゼスと戦争になった際は城と兵をリーザスが借り上げることにしてるの。で、いざって時に役立たないとまずいから、リーザスが訓練に協力してるの」
「だから、何でそれがギルドを通して回ってくるんだ？」
　リアの説明では半分しか解明してないとばかりに、ランスが質問を続ける。
「あのね、元領土とは言え、今は自由都市だから、リーザスが公に訓練しちゃうと色々まずいの。ゼスを刺激しちゃうし。で、表向きはギルドの冒険者とそこの都市の訓練ですって形を取ってるのね。年によって、守備側がリーザスと都市の連合軍だったり、攻撃側にリーザスが入ったりと形は色々だけど」
　言いながら、リアは依頼書に目を通す。「なるほど、今年は守備側が連合軍なのね」と呟く。
「ふーん、でもそんなのすぐばれるんじゃないのか？」
　ゼスにも間者はいるし、よほど気を遣って隠蔽しない限り、正規軍が動いた証は隠せない。
「いいの、ばれても。大体、公然の秘密って感じでみんな知ってるしね。表向きリーザスは動いてませんってことになってればいいの」
　リアの顔に、ほんの少しだけ国主としての色が表れる。
「そんなもんなのか」
「そんなもんよ」
　その言葉にランスも一応納得する。
「で、受けるのか？　まあ、こっちにしちゃあ受けてもらわんと困るんだが」
　公然のとはいえ、秘密は秘密だ。ランスが断ったからといって、依頼掲示板に貼っておくわけにもいかない。
「よーし、受けてやろう。俺様のパーティーは最強だからな！　楽勝楽勝！」
　がははと笑って、ランスは拇印をバシッと依頼書に押した。
　

　
「来たか」
　城のバルコニーから外を注視していたバレスが呟く。
「アールコートさんは参加されていないようです」
　背後からマリスが姿を見せる。
「そのようだ」
「連れて行った方がいいとかなみも進言してくれたのですが、あまりしつこくすると勘付かれる危険性もありますし……」
　マリスは申し訳なさそうに口を開く。アールコートがいないのであればこのクエストは例年通りの訓練に終わってしまう。
「よい」
　バレスは眼下を睨み付けたまま、ふっと笑う。
「出す気がないのであれば……引きずり出すまでだ」
　引き締まった表情で、バレスは室内に向き直る。黒のマントが翻る。
「総員、配置につけ！　迎え撃つ！」
　バレスの伝令が城内を駆け巡り、城は活気と共に戦闘準備に入った。
　
　
「楽勝～、楽勝～」
　徐々に大きくなっていく城を視界に入れながら、ランスは鼻歌交じりに悠々と歩いていた。
「あまり気を抜かれていると、足下をすくわれますよ」
　ボウガンを手に、ランスの後方を歩いているウルザが口を挟む。彼女はすでに周囲へ目を走らせ始めている。
「そうよ。いつもそれで危ない目に遭ってるじゃない。学習能力ってものがないの？」
　つまらなそうに言い捨てたのは志津香。ウルザの横に並んでいる。
「でも、訓練ですし。そんなに危ないことはないんじゃ……」
　ランスの横、二歩ほど下がって歩いているサチコが歩きながら振り返る。
「確かに、命を取られるようなことはなかろう。だが、気は引き締めて臨むことだ。緩んだ心では訓練にならない。お互いのため、それはよくない」
　サチコの反対側、こちらもランスの後ろに三歩下がって従っている謙信が前を見ながら言う。
「楽勝～、楽勝～」
　自分の後ろでなされている会話を気にも留めず、ランスは歩いて行く。
　
「よーし、見えてきたぞ」
　ランスの目が、堀に囲まれた城とその城門を捉える。各々がそれぞれの武器に手を伸ばす。
「城に入る前での戦闘はなさそうですね。橋を渡って城内に入ったところを待ち受けるようです」
　ウルザが周囲と開いたままの城門内を見る。
「門を開けてくれているのは訓練だからでしょうね。まあ、毎年城門を壊されていたらたまらないでしょうし」
　臨戦態勢を整えながら近づいていく味方を見ながら、どのように動くべきか考えを巡らす。
（城門のところに見えるのは……軽装甲兵が一部隊か）
　どのような作戦で迎え撃つのか、敵の出方を考えながら、ウルザが作戦を練る。
（とりあえずは……目の前の部隊を退ける。深追いはせず、相手の出方を窺う）
「サチコさんを前衛に、城内に入ったところでランスさん達は待機を！」
　指示を受け、サチコが盾にその体を隠しながら最前列へと進み、ランス、謙信と続いて城内へと駆けていく。
「志津香さん」
　ウルザの横で、志津香は言われる前から詠唱に入っている。
「白色破壊光線！」
　合わさった志津香の両手から、周囲一帯を覆い尽くすかのような閃光が放たれる。その閃光は次第に一本の太い帯へと集束され、軽装甲兵へと向かっていく。
「え？」
　ウルザと志津香が同時に声を上げる。一部隊を一発で戦闘不能にするべく放たれた攻撃魔法を、その軽装甲兵は頑丈そうなタワーシールドでなんとか防ぎきってしまっていた。
「あんな盾をどこに！　そうか、背中に背負って城内の暗がりに隠して……」
　唇を噛み、ウルザはボウガンを構える。盾で防いだとはいえ、ダメージは相当負っているはずだった。追撃すれば退けられると踏んで攻撃準備に入る。
「はぁっ、はぁっ……」
　隣から、苦しげな声が聞こえ、ウルザがその手を止める。見ると、志津香は膝に手をつき、息を整えていた。
（呼吸が落ち着けばすぐ攻撃に入れそうだけど、ボウガンの射程距離まで前に出るとなると、ほんの一時とはいえ志津香さんを一人にすることに……どうする？）
　ウルザが頭を急速に回し始めたところに、
「突撃ー！」
　ランスが戦闘に立って城内へ駆け入っていく。
「あ、ランスさん！」
　謙信とサチコが一足遅れて後に続く。
「も、もう……」
　しょうがないとばかりに自分も志津香と共に入っていこうと、ウルザがため息をつく。
　
　キンッ！　キンッ！
　
　金属の弾けるような音が二つ続く。
「えっ！」
　何事かと音のする方に向けたウルザの目が、絶望的な光景を映す。
「橋が……」
　盛大な水しぶきと音が上がる中、堀に架かっていた橋が消えてなくなっていた。恐らく、いざという時のために城側から落とせるようになっていたのだろう。
「これでは……」
　ウルザは再度唇を噛んだ。このクエストは失敗だ。城内に入ったランス達がいかに一騎当千の力を持っていても、後方支援のない状態では勝ち目はない。しかも、相手側は序盤の第一手でこちらの戦力を分散させ、勝機をなくさせた策士を擁している。なんとか堀を渡って城内に入ったとしても、後手に回ったこちら側はまともに戦わせてはくれないだろう。
（ランスさん……）
　残ったウルザにできることは、退却してきたランス達が堀を渡るための準備をすることしかなかった。
　

　
　その日の夜、マスカット酒場。
「だーっ！　腹が立つ！」
　ぐいっと酒をあおり、ランスはダンッとグラスを叩きつけるように置く。
「ごめんなさい、ランスさん。私の注意が足りなかったわ」
　その横でウルザが頭を下げる。
「いや、ウルザちゃんは悪くない。悪いのはあの憎たらしい作戦を立てた向こうの方だ」
　ランスは憤慨していた。聞くと、城内へ突撃して以降もあの手この手で体力と気力を削られていったらしい。
「だから、アールコートさんを連れて行けって言ったじゃない。ウルザさんも勿論優秀だけれど、対軍となると、やっぱり士官学校を出て専門の勉強をしてきてる方が適任よ」
　かなみが説く。
「う～ん……」
　と、しばらくうなっていたランスだったが、
「よし！　相手はリーザスとの合同軍だし、ここは一つ我らがアールコートちゃんの実力を見せつけてやることにしよう！　当分返してやる気はないけどな！」
　ランスはそう言って笑い、今日の編成からウルザとアールコートを入れ替えて再戦することを決め、ランス城の自室へと戻っていった。
　
　
　
　翌日。バレスはまた同じ場所でランス一行の様子を確認していた。その口元が僅かに上がる。
「引きずり出せましたね」
「目論見通り」
　マリスの言葉に頷く。
「さあ、アールコート・マリウス。その成長度合い、見させてもらおう」
　年齢を感じさせない颯爽とした動作で、リーザス軍総大将は指示を出すために城内へと戻っていった。
　
　
「楽勝～、楽勝～」
　ランスは今回も鼻歌交じりに歩いている。他のメンバーは前回こてんぱんにのされたために緊張した面持ちだが、この男だけは変わらない。
「えっと……で……」
　一行の最後尾には、アールコートが入っている。ウルザから昨日の失敗の模様を詳しく聞いた際に取ったメモを見てあれこれ確認している。
「よし、到着」
　昨日はそのまま歩いていたランスだったが、今日は城門を前に一旦立ち止まった。
「で、どうするんだ？　アールコートちゃん」
　ランスが振り返る。
「とりあえず進みましょう。ただし、お互いの距離はできるだけ開けずにひとかたまりで動いて下さい」
　声こそ小さいが、指示ははっきりとしている。
「それだと、一網打尽にされないか？」
　ランスは少し不安そうだ。
「城攻めの際は、通常複数の部隊を束ねた一個大隊規模で臨みます。敵は守りやすく、こちらは攻めにくいようになっているのでどうしても損害が増えますし」
　アールコートが息を継ぐ。
「ですが、今回こちらは五人です。向こうの人数が読めない以上、分散したら各個撃破されると思った方が無難です。それならば、このパーティーを一つの混成部隊と見なして動くべきです」
「う……ん。よく分からんが分かった。前進！」
　頷き、鞘から抜いた剣を城門に向けて、ランスが音頭を取る。
　
（見えてきた。今度は……重装甲兵？）
　敵も昨日とは配置を換えてきていた。見るからに防御の堅い重装甲兵が城門の中に一部隊、ランス一行を待ち構えている。
「ランスさん、橋を渡ったらランスアタックをお願いします！」
「よっしゃ！」
　ランスが頷く。
「皆さん、橋を渡る時は全力疾走で！」
　言い終えると、彼女自身も一生懸命に駆け出す。堀はすぐ目の前だ。
　
「うおおおおおっ！」
　キンッ！　キンッ！
　
　全員が渡り合えるのと、橋を落とす仕掛けが作動するのと、ランスが剣を最上段に構えて飛び上がるのはほぼ同時だった。
「ランスアターーーーーック！」
　ジャンプの勢いと得体の知れない何かを、その全身と刀身に集め、着地と同時に勢いよく振り下ろす。瞬間、着地点から前方一帯に爆発的な衝撃波が襲いかかる。
「けほっ、けほっ……まったく、埃たてないやり方ないの、それ？」
　志津香がこれ見よがしに咳き込んで文句を言う。
「がはは！　楽勝！」
　そんなことは意に介さず、ランスは腰に手を当てて威張る。
「横から来ます！　右はサチコさん、ガード！　左、志津香さん、迎撃を！」
　戦況を見ていたアールコートが瞬時に指示を飛ばす。
「は、はいっ！」
「このっ！」
　素早く二人が反応する。襲ってきたのは軽装甲兵。両側の通路からそれぞれ一部隊ずつ駆けてくる。
「前へ出ずに。引きつけるように！　この広場まで誘い込んだらランスさんと謙信さん、それぞれ迎撃して下さい！」
「おう！」
「了解した！」
　二人が応じ、ランスが左を、謙信が右を向いて構える。
「っ！」
　指示を飛ばし終えたアールコートが目を見開く。
「志津香さん！　その体制のまま、手を右斜め上に！」
「えっ！　ちょっ！」
　戸惑いながらも、言われた通りに手を向ける。
「そのまま火爆破！」
「やっ！」
　瞬時に詠唱し、片手で火爆破を放つ。
　
　キンッ！　カンッ！
　
　その後に聞こえてきたのは、金属が周囲の柱や床にぶつかる高い音だった。
「矢？」
　志津香が自身の足下に転がってきた矢尻を見る。
「はい。二階の通路から狙ってきています。迎撃を！」
　志津香はパーティーの中央に退き、二射目の矢を構える弓兵に向けて魔法を放ち始めた。
「謙信さんは志津香さんの代わりに左をお任せします！」
「任せるがよい」
　広場に到着し、突撃をしてくる軽装甲兵を、謙信がいなす。右翼はサチコがガードしながら退き、その隙にランスが一人二人と撃退していく。
　
　
（ふむ……）
　その戦いぶりを、バレスは二階の陰から見下ろしていた。
（見事なものだ。状況判断がいい。やはり、先を読む能力に長けているようだ。卒業試験の時には見られなかった、判断の速さが光っておる。少人数での即時性の高い戦闘を経験して鍛えられたか……）
　隻眼の将が目を細める。
（面白い……では最後にもう一仕掛けいってみるとしようか）
　残った弓兵を一つにまとめ、バレスらは城内の奥へと退いていった。
　
　
　ランスが剣を鞘に戻す。
「よーし。ここの敵は片付けたな」
　周囲には訓練なので深手こそ負わされていないが、継戦能力を奪われた兵が寝転がっている。中には本当に気絶している者すらいる。
「皆、大きな怪我は負っていないようだな。アールコート殿の指揮の賜物か」
　同じく刀を鞘に戻しながら、謙信が振り向く。
「そ、そんな……大したことじゃ……」
　俯いて、アールコートが謙遜する。
「アールコートちゃん！　そんなに謙遜することはないぞ。見事だった！　さすが俺様の募金で士官学校を卒業しただけのことはある！」
「あんたは関係ないじゃない」
　アールコートの肩をバシバシと叩くランスに志津香が呆れるが、
「あ、ありが……とう……ございます……」
　俯いたまま、彼女はその頬を赤く染めた。
　
「それじゃあ、先に進みましょうか」
　会話が一段落したところで、サチコが切り出す。
「そうだなっと……目標は玉座の間だったか？」
　ランスに聞かれて、クエストの依頼書をサチコが取り出す。
「そうですね。玉座の間にパーティーの一人でも入れば私たちの勝ちで、その時点で訓練終了のようです」
「城の構造は分からないけど、普通に考えたら上よね」
　志津香が肩越しに紙を覗き込む。
「よし、じゃあとりあえず二階へゴーだ！　続け、者共！」
　ランスが戦闘に立って歩き出し、他のメンバーが続く。
「やれやれ……」
　溜め息をつきながら、志津香は列の最後尾についた。
　
　
　ランスは大きなあくびをした。
「……退屈だな」
　二階の各部屋を見て回り、三階も半分を探索し終えたが、どこも人気はなく、向こうから攻撃を仕掛けられることもなかった。
「やはり、目的地は最上階の四階か」
　謙信は警戒態勢を保ったまま歩き続ける。
「そこに全部隊集めてるんですかねぇ」
　盾を構えてはいるものの、緊張がほどけつつあるサチコが応じる。
「……………」
　作戦を任されているアールコートは黙したままだ。
「ん？　そうでもないみたいよ」
　志津香の目が、廊下の先に十数名の人影を捉える。素早く詠唱に入る。
「魔法兵か！」
　謙信が抜刀し、いつでも飛び出せる体勢を取る。
「サチコさん、ガードを！　志津香さんの魔法の後、ランスさんと謙信さんで攻撃に！」
　アールコートの指示が飛ぶ。
「……かば、え？」
　志津香は火爆破を発動寸前で止めた。目標であった魔法兵が一発の魔法も放つことなく、背中を向け階段を上り始めていたからだ。
「撤退？　何もしない状態で何で？」
　アールコートが呟く。
「どうするアールコートちゃん、追うのか？」
　ランスが尋ねる。三階はまだ調べきっていない。
「……追います。恐らく、その先が玉座の間でしょう」
　その言葉に、ランス一行は駆け足で四階へと進んでいった。
　
　
　四階に上ると、不意に視界が開けた。廊下の幅が広くなった為だ。
「あそこか」
「……はい。間違いなさそうです」
　ランスの声に、アールコートが頷く。一行の視線の先には、延びた廊下と、その途中に見える重厚そうな扉、そして、その扉を挟んだ先に兵達が見える。すでに抜刀し、ランスらを待ち構えている。その扉の先が玉座の間であることは間違いなさそうだった。
（おかしい……弓兵、魔法兵の姿が見えない）
　対峙した直後から向こうの様子を窺っていたアールコートが、自分の予測との違いに気付く。
（あの兵達の後ろに隠れて見えてない？　いや、それだと弓や魔法でこちらを狙うこともできない。今までの用兵から見て、そんな無駄なことはしないはず……ではどこに？）
　アールコートが考えを巡らす。確かに、入ってすぐの広場での戦闘では弓兵は二階から攻撃を仕掛けてきた。数は減らしたが、全滅はさせていない。残った兵をまとめて退却したのを確認している。魔法兵は先程、姿を見た。この四階に上っていくのも見ている。
（押されている状況からして、手持ちの兵、しかも遠距離攻撃ができる部隊を使わないことは考えられない。どこかできっと仕掛けてくる。……でも、いつ、どこから？）
　アールコートが迷う。敵の意図が読めない。何をしてくるか分からない。今まで味わったことのない不安と恐怖が彼女の心を覆い始める。
（目標地点はすぐそこ。全力で攻撃をかけたら到達は容易いはず。でも、どこかに隠れている部隊から攻撃を受けたら……ガードがサチコさんだけだから二方向からの攻撃を同時にしのぐことはできない。どうしたら……）
　
　バレスが、口元を上げる。
「突撃！」
　弾かれたように、兵達が駆け出す。
　
「え？」
　いるはずの部隊がそこにいないということに惑わされていたアールコートの頭が、駆けてくる兵によって更に乱される。
「アールコートちゃん！」
　ランスが振り返る。すでに剣を抜いて臨戦態勢だ。謙信も同じく抜刀し、サチコは盾を構える。志津香も詠唱の為に集中を始めている。皆、彼女の指示を待っていた。野戦と違って、駆け出した敵はもう目と鼻の先だ。
　アールコートは、小さく、それでも明確な意識を持って息を吸い込んだ。
「こちらも突撃で応じます！　弓と魔法は飛んできません。目の前の敵に集中！　サチコさんを前面に、脇をランスさんと謙信さんで。志津香さん、一発お願いします！」
　解き放たれた矢のように、ランス達も駆け出す。
「業火炎破！」
　突撃してくる敵の前衛が火に包まれ、爆風がその周囲一帯を焼き払う。だが、それだけでは敵は足を止めない。兵は途切れなく後方から前衛へと上がってくる。
「おおおおおっ！　ランスアターック！　二発目！」
「せい！　はあっ！」
　全てを粉砕するかのごとき剛剣と、風に舞う白銀の刀が、敵陣深く切り込んでいく。
サチコは廊下の中央で二人の脇を懸命に守り、戦線を押し上げていく。
「……！」
　ランス達の後方、炎の矢の連射による後方支援に切り替えた志津香の横で戦況を見ていたアールコートが、何かに気付き、走り出す。
「そのまま押していって下さい。お願いします！」
　いかに一騎当千の力を持っているとはいえ、数で押す兵達に前衛の三人は顔に疲労の色を浮かべ始めていた。
（もう少し……）
　もつれそうになる足を懸命に前へ出し、彼女は走った。
「……やった！」
　安堵の溜め息と共に呟き、彼女は掴んだ取っ手を倒れ込むように押し、ドアを開いた。
　

　
　バレスが、ふっと息をついた。
「戦闘中止。皆、剣を収めろ」
　総大将の指示に、兵達は各自動きを止め、それに続くように、ランスらもまた剣を収める。
「見事だった」
　兵達の間から、バレスがゆっくりと歩を進める。
「ああっ！」
　その姿に最初に気付いて声を上げたのはランスだった。
「お前か、この！」
　さんざん苦労させやがってと言葉を続けるのと同時に飛びかからん勢いのランスを、謙信が優しく制しながら目礼する。
「順調に、成長しているようだな、アールコート」
　バレスが目を細める。その先には、玉座の間に飛び込んだ体勢のまま息を整えるアールコートがいた。
「バ、バレス将軍……」
　疲れと、長時間張り詰めていた緊張がほどけたのとで、座り込んでしまいそうなほど足腰に力が入らない中、それでも彼女は背筋を伸ばし、バレスに対した。
　
　
「……さて、二三訊かせてもらおうか」
　呼吸が落ち着くのを待って、バレスが口を開く。玉座の間の中央に、アールコート。彼女と向かい合うようにバレス。どちらも立ったままだ。開け放たれた扉からは、負傷した者が手当を受けたり、気を緩めて談笑したりする空気が入ってきている。
「はい」
　アールコートが頷く。
「一つ。最後の攻防でのことだ。こちら側の突撃に、お前も突撃で応戦した。どこかに弓兵と魔法兵が隠れている可能性があったはずだが、それを無視した。何故だ？」
　黒の軍将軍が尋ねる。
「どこかに隠れている可能性は最後まで考えました」
　アールコートが答え始める。その瞳は、普段の彼女が滅多に見せない強い意志の力を宿していた。
「まず、私たちパーティーの前方のどこか、柱の陰や、兵の後方、廊下に塹壕のようなスペースを持つ城もあると聞いたことがあるので、その可能性も。ですが、そのいずれかであれば向こうから突撃してくる必要性はありません。こちらがその突撃に対して退けば射程から外れますし、混戦になれば狙いを定められません」
　バレスが黙って頷く。
「また、廊下に落とし穴のような仕掛けが施してあることも考えました。階下に兵を待機させて待ち構えているのかとも。ですが、それも向こうから突撃してきた時点で考慮から外れました。こちら側から動くことで初めて効果があるものですから」
　アールコートの説明が続く。
「ですので、弓兵と魔法兵がいるとしたら、私たちの後方しかないと判断しました。であれば、その場で迎え撃つことも、退くことも危険と考え、思い切って突撃の指示を出しました。また、今回の目標はここ、玉座の間へのパーティーの誰か一名の到達でした。兵を押し戻せれば、そこまでの道が開けるのではないかという考えもありました」
　バレスが、口髭に指をやる。
「確かに、実際そうなった。お前の考えた通り、弓、魔法兵は三階に再配置させていた。突撃にひるんで待機、もしくは後退すれば挟撃させるつもりでおった」
　そう言った後、腕を組む。
「細かい判断にまだ若さが見えるし、作戦を指揮する者自らがここを目指す危険性、実戦であれば目標地点に誰かが到達しただけでは戦闘は終わらんことなど……まあ細かく言えば色々あるが、一つだけ訊こう。数で差がある中、この玉座の間への道を確保できるまで兵を押し戻せると考えた根拠は？」
　アールコートの目に更に力が宿る。
「今まで、ランスさんと一緒にいろんな依頼をこなしてきました。サチコさん、謙信さん、志津香さん、その力量は十分に把握しているつもりです。一階広場での戦闘で練度は確認しましたし、この程度であれば必ず押し負けることはないと、そう確信しました」
　バレスは目を細めた。
「いい答えだ」
　
　
「がはは！　アールコートちゃんでかしたー！　俺様達の勝ちー！」
　突然、ランスが割り込んでくる。アールコートの肩をバシバシと叩く。
「きゃっ！」
「見たかじじい！　アールコートちゃんにかかればお前なんぞ敵じゃないぞ！」
　ランスの物言いに、アールコートはハラハラしながら二人を見遣る。
「……そうですな」
　どことなく嬉しそうに、バレスはそう言った。
「アールコート。作戦立案、状況対応、目的達成を念頭に置いての指揮、見事だった。最後の突撃命令の際、弓と魔法がないことをはっきりと言ったこと、あれで周囲の迷いもなくなった。ただ指示を出すのではなく、根拠や目的を添える。それも指揮するものの重要な仕事だ。よくやった」
「きょ……」
　アールコートが弾かれたように膝を折る。
「恐悦至極に存じます」
「よいよい……では、ランス殿、これからもしばらくの間、アールコートを頼みます。よい経験を積ませてやって下され」
　バレスが頭を下げる。
「がはは！　任せとけ！」
　ランスの笑い声を聞き、バレスは「それでは」と背を向ける。
　
　
「いいのですか？　強制的に呼び戻すことも可能ですよ」
　どこからどこまでを見ていたのか、不意に現れたマリスがバレスの横につく。
「今は、あの方に預けた方がよい経験を得られるだろう。それに……」
　バレスは屋内にありながらどこか遠い空を見るように目線を上げた。これからのリーザスをはじめとする国家のあり方、それに付随する軍の役目、そして、ランスという男の過去とこれからを考える。
「……そう、それでよい」
　バレスは呟くようにそう言って、一人頷いた。
　
　
　
平成二十四年四月三十日
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